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１）昨日・今日・明日—「諸行無常・輪廻転生」 

5 月の SABS Journal（No.46）で武野さんがタンパク質の輪廻転生について執筆しま

した。 いろいろの話題が膨らみ始めましたが、この記事に関連して地崎さんよりメール

を戴きました。 既にグリーンプラジャーナルの巻頭言として環境バイオ産業の根本原理

としての｢諸行無常・輪廻転生｣について執筆したことがあるということでした。地崎さん

の許可を得て、その記事を、転載させていただくことに致しました。この記事は上記のよ

うに 10 年前のもので、地崎さんがバイオインダストリー協会の専務理事のときのものです。

現在は秋田石油備蓄株式会社 で専務取締役をなさっておられます。 

小さな文字になってすみません。〔奥山記〕 

このジャーナルはもともと協会内部向けのものでしたが、数年前から、少しでもバイオテクノロジーに、ご関心のありそうな方々

に向けても配信を始めております。 ご興味の無い方は配信不要の旨、ホームページ(URL)にお知らせください。 

http://www.sabsnpo.org/


 

 



 

２）バイオテクノロジー標準化支援協会ジャーナル No. 047 送付先  

 送信者  送信先      送信数 ＝〔総計〕 

〔奥山〕 ：学術関係+一般     652 

〔荒尾〕 ：会社          55  ＝ （707） 

     〔奥山〕 ：国会         約 500＊ ＝ （約 1207） 

                   ＊送信の確認が取れていません 

３）第３9 回定例会の報告 

3-1 出席者数 10 名〔会員 8 名〕 

3-2 世界で再び標準化の一つの流れが始まりつつあります。 

   日本は鉄道路線に外れたために取りと残され、寂れていく宿場町

のような雰囲気を漂わせています。 

3-3  資料配布 

  ①｢有機合成化学にはたす分取液体クロマトグラフィの役割｣ 

    大阪大学 産業科学研究所  兼田隆弘著  

 

４） 第 40 回 定例会のお知らせ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオテクノロジー標準化支援協会 第 40 回定例会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日時 2012 年 9 月 28 日（金）午後 1 時 30 分―4 時 30 分 
 

＊ （定例会は会員でも会員でなくても自由に出席して、自由に発言も出来ます。） 

 友人同士誘い合わせてご出席ください。出席するのが面倒な方はメールでご意見をお寄

せください。 

   

場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  

   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 

   電話番号： 03-3770-2214  



   （地図は SABSNPO)ホーム･ページ〔ジャーナル No.0041〕 にあります。） 

ゥーテスト・hCG 妊娠検査薬 

話題 

IOC Biotechnology  TC 設立提案 

１） 日本でのバイオテクノロジーに関する標準化の作業は、既に昭和 60 年ごろから

始まっています（東工大鈴木周一教授）。 シーズ、ニーズの調査から始まり、用

語、試薬、酵素作用の測定、核酸関係の測定へと進んできました。 それらのＪＩＳ

規格の或るものはヨーロッパ、アメリカと肩を並べ、或るものはその先を行くもので

したが、 日本の中の標準化領域の土壌の中でも理解され、評価されることはあ

りませんでした。  つまり、日本の中には受け皿がなかったのです。 

CEN/TC233 委員会と交流をしようとしましたが、これはヨーロッパのものでアジア

とは無関係ということで提携はできませんでした。 おまけにこの委員会は 2001

年以降 Dormant となってしまいました。 ASTM E48 委員会とはある程度の接触

をたもってきましたが、このグループは遺伝子組み換え関係に対しては比較的緩

やかな動きしかしませんでした。 

 

２） 数年前から ANSI で Biotechnology の標準化に関する標準化についての

Workshop①が行われたりしていましたが、今回,2011年に、米国と ISOとが連合し

て標準化についての Workshop②を行い、これに基づいて ISO で Biotechnology

の Tｃ設立の呼びかけが行われ、DIN を通じて日本にも書類がきております。 歴

史とその内容に関しては日本は当然、中核メンバーにならなければいけないはず

ですが、日本のJICST-JISに関しては、この提案書類のLIAISON Memberの中に

も入れてもらってはいません。 

（上記の workshop の資料の一部は既に SABS Journal  にその一部は記載済み

です。） 

① SABS JournalNo.19―第 13 回 定例会 話題：バイオテクノロジーの標準化

〔ANSI の場合〕 

② SABS JournalNo47―第39回 定例会 話題：④ ◎International Standard for 

Biotechnology 

 

３） 日本では P-meｍber になるのか O-member になるのかを含めて、その対応につ



いては関係部局 で話し合い中とのことです。 

 

４) その書類の中、以下の 2つの部分を引用しておきます。 

① 標準化作業の道程表です

 

② 上記の道程票の scopeです。 

「提案書類の（２）の Scope」の部分を引用しておきます。私たちが 10年来議論をして

きたものに較べれ範囲も狭く、議論としては大分遅れている様ですが、彼らがまとも

に動き出せば CENに膨大な蓄積が有りますので、日本はすぐに対応、追従できなく

なるかもしれません。 



 

 

５）ホームページに e-library のリストがあります。 会員の方はその中

から希望のものをご指摘ください。 

 

 

 


